
Salingerは第二次世界大戦中の1944年にイング

ランド南西部Devon州のTivertonにある第４歩

兵師団司令部に配属され，そこに３カ月間滞在して

いた。この時のイギリス滞在経験がNineStories

（1953）に収められている短篇"ForEsm�― with

LoveandSqualor"（1950）（以下"ForEsm�"）

に反映されている。

Little,Brownから2001年に出版された Nine

Storiesのペーパーバック版で42頁（TheNew

Yorker発表時［1950年４月８日号］は９頁）か

ら成る本作は，その内の前半25頁分を1944年の４

月にデヴォン州で Esm�と主人公である語り手

とが出会い，ティールームで過ごした30分間の場

面が占めている。（ペーパーバック版の冒頭の約

１頁は1950年に，語り手が Esm�から結婚式の

招待状を受け取ったことや，妻と相談した結果，

結婚式に行かないことを決めたことを語ることに

充てられている。）作品の後半では，語りが一人

称語りから三人称語りに変化し， 語り手は

SergeantXとして語られている。この1945年の

部分は，Salingerの戦争経験を下敷きとしてお

り，Ｘの戦争体験，そしてそれによるPTSD（心

的外傷後ストレス障害）にＸが苦しんでいる姿を

描いている。後半の部分こそが，語り手（すなわ

ちＸ軍曹），延いては作者Salingerの戦争体験と，

如何に彼がPTSDに苦しめられたかを知ること

ができる重要なパートであると思われるかもしれ

ない。しかしながら，本論はイングランドのデヴォ

ンを舞台にした前半のパートに注目をし，歴史上

最大規模の上陸作戦とされるノルマンディー上陸

作戦に赴く直前までSalingerが滞在したデヴォ

ンでの経験が，作中で語り手（Ｘ軍曹）が戦場を
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生き延び，その後PTSDから回復すること（よ

り正確には，その可能性を示唆すること）に深く

関わりがあることを検証する。

MarkHodkinsonはBBCRadio4のドキュメ

ンタリー番組 J.D.Salinger,MadeinEngland

で Salingerのデヴォンでの滞在経験が "For

Esm�"の創作には勿論，TheCatcherintheRye

の主人公HoldenCaulfieldを創り出すのにも大

きな影響を与えたと主張している。

"SalingerlatertoldfriendsthatEngland

changedhimandhiswriting."Hodokinson

said."Theslowerpaceoflife,thematter-

of-factnessofthepeopleandthegreen

landscapebroughtmorereflectiontohis

work.Heannouncedsoonafterwardsthat

hewasgoingtobemore'sympathetic'to

hischaracters,includingHoldenCaulfield,

theanti-heroofTheCatcherintheRye,on

whichhewasalreadyworkinginDevon."

(Sherwin"TheCatcherintheRye'wasin-

spiredbyDevontownofTiverton'")

Hodokinsonの取材に同行したLeister大学の

SarahGraham（2007年に出版されたRoutledge

GuidetoLiteratureシリーズのJ.D.Salinger's

TheCatcherintheRyeの著者）も以下のよう

に述べている。

Dr.SarahGraham,lecturerinAmerican

LiteratureattheUniversityofLeicester,

whowrotea2007reader'sguidetoThe

CatcherintheRye,saidSalingermayeven

havesentimentalisedDevon:"Itisthelast

peacefulplacehewasinbeforegoingto

war,youmightfeeladeepsenseofattach-

ment.HehadarealfondnessforEngland.

Itisahugelychangingexperiencefor

Salinger."Hiswritingbecamelesssarcas-

ticandhischaractersmoresympatheticas

aconsequence. (Sherwin"TheCatcherin

theRye'wasinspiredbyDevontownof

Tiverton'")

TheCatcherintheRyeのテクストの「言語，

テーマ，そしてスタイルは非常に影響力が大きく，

HoldenCaulfieldは代表的（iconic）なフィクショ

ンキャラクターで，悩みを抱えた若者の象徴」

（Graham"Introduction"xi）であり，そもそも

彼はアメリカ人であるのだが，「大いにイギリス

生まれである」（"itwasverymuchmadein

England"）（Sherwin"TheCatcherintheRye

'wasinspiredbyDevontownofTiverton'"）

だと言うのだ。

Salingerが従軍中も，Holdenの物語を執筆し，

TheCatcherintheRyeの構想を練り続けてい

たのは事実である。

FromSalinger'sletters,wecouldlearn

thatduringthepre-D-Daybuilduphewas

writinghardandhardactuallycompleted

sixchaptersoftheHoldenCaulfieldnovel.

Hewasconvinced,wediscover,thatanew

elementofwarmthcanbedetectedinhis

work,andthathemightfinallyhaveout-

grownhisolddestructivehabits. And

this,ofcourse,isadevelopmentfromthe

authorialworriesthathadafflictedhimin

1942. Then,theurgetoward warm-

heartednesswasabstract,willed.... In

1944,thedifferencewasthatSalingerbe-

ginstoexperience― formaybethefirst

timeinhislife― asenseoftribalsolidar-

ity.(Hamilton82)

だからと言って，TheCatcherintheRyeの

テクスト全般やHoldenのキャラクターが専らイ
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ングランドのデヴォンでの経験に影響を受けて書

かれたかどうかには議論の余地があるのではない

だろうか。しかしながら，少なくとも，"ForEsm�"

に関しては，その舞台がデヴォンであること，実

際にSalingerが聖歌隊の合唱を聴くために通っ

た教会が，語り手が Esm�に初めて出会う教会

のモデルになっていること （Hamilton 82;

Slawenski80）などから，Salingerのイギリス

滞在経験が（JeanMillerという少女の存在とは

別に）その創作に大きな影響を与えたと断言して

も良いだろう。

この節では，Salingerのイギリス経験と，彼

がイギリスから見たアメリカが"ForEsm�"の中

でどのように描かれているかを見ていく。

教会で聖歌隊の練習を見学した後，語り手は民

間人向けのティールームに入る。そこで語り手は

女性店員に「できれば乾いたレインコートを着た

客が良かったと思っているかのような目で見られ」

（"lookedasifshewouldhavepreferredacus-

tomerwithadryraincoat."）（137），それ故に

「出来るだけ慎重にコート掛けにコートを引っ掛

けた」（"Iusedacoattreeasdelicatelyaspossi-

ble"）（137）。続くEsm�との遭遇（正しくは再

会）の場面でも，Esm�に見つめられ，微笑みか

けられた語り手は自身の振る舞いを強く意識する。

Shestaredbackatme,withthosehouse-

countingeyesofhers,then,abruptly,gave

measmile,qualifiedsmile. Itwasoddly

radiant,ascertainsmall,qualifiedsmiles

sometimesare. Ismiledback,muchless

radiantly,keepingmyupperlipdownover

acoal-blackG.I.temporaryfillingshow-

ingbetweentwoofmyfrontteeth.(139)

デヴォンの土地の人々からの視線を感じ，それ

が語り手をナーバスにしたり，自身の振る舞いを

意識させたりしているのだが，これは実際に

Salingerが経験したことでもあるらしい。

Salingerはイギリスに来て初めて，自分がアメ

リカ人，アメリカ兵であることをデヴォンの人々

にじろじろと見られることで強く意識したと言う

（Hamilton82）。Salinger同様，語り手も女性店

員とEsm�の視線により，自分が「イギリスに

いるアメリカ人，アメリカ兵」であることを強く

意識しているのではないだろうか。

また，Salingerはデヴォンの土地の人々から

の視線でアメリカ人であることを意識させられた

だけなく，日々，戦争で心が荒んだイギリス兵や

デヴォンの人々と触れ合いを持っていた

（Slawenski80）。この経験は Esm�が語り手に

話し掛けた理由，"'IpurelycameoverbecauseI

thoughtyoulookedextremelylonely. You

haveanextremelysensitiveface.'"（144）に表

れているのではないだろうか。

次に語り手は側にやって来た Esm�のドレス

に注目する。彼女は"aCampbelltartan"（139）

のドレスを着ていた。Esm�が身に着けていたター

タンはクラン・タータンと呼ばれるスコットラン

ドの由緒ある氏族とその家族が身に着けられるター

タン（"CampbellofCawdor"［ウィルトン 70］）

なのか，クラン・タータンよりも明るい色合いで

白が基調のドレス・タータンの一つ，Modern

CampbellDress（奥田 79）なのか，語り手の記

述からは判別できないが（何れにせよ緑色が基調

のタータンであるようだ），タータンを愛したヴィ

クトリア女王以降スコットランドだけでなく，イ

ギリス全体のナショナリズムの象徴となっている

タータン・チェック（奥田 31,37）のドレスを

Esm�が着ていたこと，そして語り手がそれに注

目したことには意味があると考えてよいのではな

いだろうか。また，語り手がEsm�のドレスを

一目見て，それを"aCampbelltartan,Ibelieve."

（139）と述べていることから，語り手がもともと

タータンに精通しているか，そうでなければ

Esm�に贈るこの物語を書く過程においてタータ

ンについて調べていると考えられる。このことか
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らも，語り手のイギリスに対する強い関心を伺い

知ることができる。

会話の口火を切ったのはEsm�の"'Ithought

Americansdespisedtea,'"（139）と言う発話で

ある。アメリカ独立戦争のきっかけとなった，独

立派がイギリスの象徴とも言える茶を大量に捨て

たボストン茶会事件以降，アメリカ人は好んで紅

茶を飲まなくなったという偏見から来ているかも

しれないこの発言だが（そして語り手もアメリカ

人の中には「紅茶しか飲まない者もいる」［139］

と即座に反論をしている），二人の会話のきっか

けが，イギリスが世界に誇ることの出来る数少な

い自国の「食文化」である紅茶であったことは重

要な意味があるのではないだろうか。

次に語り手が，聖歌隊の合唱練習で，Esm�の

歌声が他の子供達からは「離れて聴こえていた」

（"hervoicesingingseparatelyform theoth-

ers."）（140-41），そしてEsm�がとても良い声を

していると述べると，Esm�は将来プロの歌手に

なりたいことを明かす。

"Really? Opera?"

"Heavens,no. I'm goingtosingjazz

ontheradioandmakeheapsofmoney.

Then,whenI'm thirty,Ishallretireand

liveonaranchinOhio." Shetouchedthe

topofhersoaking-wetheadwiththeflat

ofherhand. "DoyouknowOhio?" she

asked.(141)

Esm�はアメリカに渡ってジャズシンガーにな

りたいのだと言う。その上，引退後はオハイオの

牧場で暮らすと言うのだ。Esm�のこの発言から

は，彼女の戦後を生きる決意（作品の冒頭で語り

手が Esm�からイギリスで執り行われる結婚式

に招待されていることから，彼女がアメリカでジャ

ズシンガーになる道を選ばなかったことは既に明

らかにされているのだが）を読み取ることが出来

る。Esm�は貴族の称号を持ち，イギリスの上流

階級に属しており，「これまで出会ったほとんど

のアメリカ人は動物のように振る舞う」（"'Most

oftheAmericansI'veseenactlikeanimals.'"）

（142）と，アメリカ人の粗野な振る舞いに批判的

である。しかしながら，Esm�はイギリスでオペ

ラ歌手になるのではなく，アメリカでジャズシン

ガーになることで「大金を稼ぐ」（"'makeheaps

ofmoney'"）（141）ことを夢見ているのである。

このことから，Esm�には，20世紀に入り斜陽化

するイギリスの貴族階級（森 13）と，二つの大

戦を経て衰退する大英帝国の姿が見えていたと考

えることが出来る。Esm�は戦後の世界において

覇権を握るのはイギリスではなくアメリカである

こと，即ち，時代はパクス・ブリタニカからパク

ス・アメリカーナへ移行することを見抜いている

のではないか。また，田中啓史はEsm�の「ア

メリカに対するこの屈折した感情は，ドイツに攻

められて劣勢な祖国イギリスと，強力な援軍とし

て登場したアメリカとの関係を，そのまま映して

いる」（田中，『ミステリアス・サリンジャー』

173）と指摘している。

Esm�の戦後を生きる決意に対する語り手の気

持ちは（これは1944年のパート全体について言え

ることなのだが），非常に抑制された間接話法故

に，明白には分からない。語り手はオハイオにつ

いて，簡単なコメント（「何度か列車で通ったこ

とがあるが，良くは知らない」［141］や「オハイ

オ周辺には広大な荒々しい土地が広がっている」

［141］）をしているのみである。しかしながら，

語り手は Esm�のアメリカ人の粗野な振る舞い

に関する報告に対しては，彼らを擁護する発言を

している。

Isaidthatmanysoldiers,alloverthe

world,werealongwayfrom home,and

thatfewofthemhadhadmanyrealadvan-

tagesinlife.IsaidI'dthoughtthatmost

peoplecouldfigurethatoutforthem-

selves.

"Possibly,"said my guest,without

conviction. (143)
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Esm�は語り手の言葉に，「そうかもしれない」

と納得いかない様子で応じているが，ここに「ア

メリカに対する屈折した感情」を持ってアメリカ

人を見るEsm�と，イギリスで，イギリス人に

見られることで，自分がアメリカ兵であることを

強く意識させられたSalingerの経験が反映され

ている語り手との間の「溝」を垣間見ることが出

来る。

語り手の，Charlesの"theBronxcheer"（「野

卑なやじ」）（148）に対するコメントを機に，二

人の話題は「ユーモア」に及ぶ。

"Youhaveadrysenseofhumor,haven't

you?" shesaid― wistfully. "Fathersaid

Ihavenosenseofhumoratall.HesaidI

wasunequippedtomeetlifebecauseIhave

nosenseofhumor."

Watchingher,Ilitacigaretteandsaid

Ididn'tthinkasenseofhumorwasofany

useinarealpinch.

"Fathersaiditwas."

Thiswasastatementoffaith,nota

contradiction,and I quickly switched

horses. Inoddedandsaidherfatherhad

probablytakenthelongview,whileIwas

takingtheshort(whateverthatmeant).

(148)

この二人のやり取りから，イギリス人とアメリ

カ人のユーモアに対する考え方の相違が見て取れ

る。Esm�は生きる為にはユーモアが必要だと言

う父の言葉を強く信じている。一方で語り手は，

ユーモアは本当に困難に陥った時には何の役にも

立たないと主張する。

イギリスはその文学史においてユーモアの要素

が「14世紀のChaucer以来，Shakespeareや18

世紀を経，19世紀のLambの随筆などを頂点と

して，同世紀後半のDickensや20世紀の随筆文

学などに至るまで，脈々と続いていて，その伝統

の深さ・息の長さは，他国文学に比類を見ないほ

どである」（三宅川 はしがき i）。Priestleyは著

書 EnglishHumourの第１章で「イギリス人の

住む大気（theatmosphere）がユーモアを生み

出すのに適している」（9）と述べている。

It[theatmosphere]issooftenhazy,and

veryrarelyiseverythingclear-cut. True

humour,asdistinctfrom whatismerely

laughable,comesoutofamixtureofmany

ingredients,thougheventhesemaybehaz-

ilygatheredandcompounded.Notallthe

followingareabsolutelyessential,butthe

mixturewillbericheriftheyareallfound

init:afeelingforirony;asenseoftheab-

surd;acertaincontactwithreality,one

footatleastontheground;and,perhapsat

firstsightsurprising,affection.(9)

Priestleyは真のユーモアには，アイロニーや

不条理を感じ取れる能力，現実的であること，そ

して愛情が必要であると主張している。イギリス

の「日光の当たることの乏しい北欧的気候は，そ

のまま英国人の心の中にうっ陶しい雰囲気を生ぜ

しめ，それがEnglishHumourの生成にも影響

を及ぼしている」（三宅川 8）のだが，このイギ

リス特有のユーモアこそ，第二次世界大戦中の，

重苦しく憂鬱な状況を生き抜くために必要な要素

なのではないだろうか。故に語り手は，「それが

どういう意味であれ」（148），Esm�の父の意見

に賛同する旨を彼女に伝えたのではないだろうか。

これまで見てきたように， "ForEsm�"は

Salingerが1944年に経験したイギリスの描写や

彼がデヴォンで感じたことの表象で溢れている。

また，Salingerの３ヶ月のイギリス滞在は，

Hamiltonや Slawenskiの Salinger伝から分か

るように，Salingerに自分がアメリカ人である

ことを強く意識させ，イギリスという離れた土地
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からアメリカを見つめ直す機会ともなったのだが，

このことも，本作では，Esm�がアメリカに渡っ

てジャズシンガーになりたいと思っていることや，

語り手と Esm�のユーモア観の相違から伺い知

ることが出来る。

Salingerがその師 WhitBurnettに宛てた手

紙で述べているように，彼はイギリス滞在中に作

品の登場人物や実人生で出会う人々に優しくなろ

うと決意し，自身の作品に心の温かさが宿ってい

ると確信をしていた（Hamilton82;Slawenski

80）。しかしこの事が，本論の「はじめに」で述

べたように，TheCatcherintheRyeのテクス

ト全体や，Holedenのキャラクター造形に専ら影

響を与えているとは断言することは出来ない。そ

れでも，"ForEsm�"においては，Salingerのイ

ギリス滞在中の決意や確信が，Esm�が語り手の

魂を救うという設定を可能にしたと考えることは

可能である。

1944年のパートにおいて，直接話法で語られる

Esm�の最後の言葉，"'Ihopeyoureturnfrom

thewarwithallyourfacultiesintact.'"（156），

この言葉通りに語り手が戦場を切り抜けることが

出来たとは言い難く，彼が心身共に大きな傷を負っ

ている様子が，後半の1945年のパートでは詳細に

語られている。しかし，最後の場面でEsm�か

らの手紙と手紙の追伸にあるEsm�の弟Charles

が書いた10個の"Hello"とスペルを間違えた彼の

署名（"CHALES"［172］）を読み，そしてEsm�

の父親の形見の腕時計を手にしたＸ軍曹は，久し

ぶりに「ほとんど恍惚に近いほどの」（173）眠気

を覚える。

Youtakeareallysleepyman,Esm�,

andheal-waysstandsachanceofagainbe-

comingamanwithallhisfac―withallhis

f-a-c-u-l-t-i-e-sintact. (173)

田中啓史はこの部分について，「三人称から一

人称にもどったこの語りかけの文体こそ，Ｘが

「私」を回復した証しなのだ」（田中，『サリンジャー

イエローページ』112）と述べている。一方，野

間正二は1945年のパートで語られるＸ軍曹の

PTSDの兆候を詳細に分析し，彼が戦後５年経っ

た1950年の時点においても，精神の失調からはま

だ完全に回復をしていないと述べている（野間 7

4）。

確かに，語り手が戦争によるPTSDを完全に

克服出来たかどうかは議論の余地があるのだが，

Esm�との出会いが，語り手が PTSDを克服す

ること（少なくとも，彼が久々に深い眠りにつけ

ることでそこから回復する可能性を示唆すること）

を可能にしていることにおいて，他のSalinger

作品には見られない「救い」や「温かさ」を本作

に見出すことが出来るのではないだろうか。

このことは "APerfectDayforBananafish"

（1948）において"ForEsm�"の語り手同様，戦

争によるPTSDに苦しむSeymorがSybilによっ

て救われることなく，自ら命を断つことと対照的

である。

"ForEsm�"には主人公がPTSDに苦しむ帰還

兵という点以外にも， "A PerfectDay for

Bananafish"を想起させる場面が二つある。一つ

目は，語り手が Charlesに「君は本当に緑の目

をしている」（146）と話した時の「オレンジ色だ

よ」（"They'reorange,"）（146）という Charles

の返答は，SeymourがSybilの黄色い水着を青

だと言う場面（17）を想起させる。もう一つの場

面は，高橋美穂子が指摘しているように，1945年

のパートで，Ｘ軍曹が両手をこめかみに強く押し

当てる描写は，Seymourが"APerfectDayfor

Bananafish"の最後の場面で，拳銃を右のこめか

みに当てる姿を想起させる（高橋 159）。

このように，帰還兵の苦しみ，無邪気な子供と

の「色」をめぐるちぐはぐなやり取り，そして主

人公がこめかみを，一方は手で，もう一方は拳銃

で，強く押す描写という類似する要素がありなが

ら，"ForEsm�"では少女と少年が語り手の魂を

救っているのだ。ここにはやはり，Salingerの

イギリス滞在の経験が反映されているのではない

だろうか。

Salingerとイギリス："ForEsm�― withLoveandSqualor"再読（藤田眞弓）

―56―



TheimageofJ.D.Salingerwandering

thestreetsofTivertoninpensivesolitude

illustratesthecontemplativemoodthatab-

sorbed him whilehewasstationed in

England. Duringthemonthshetrained

fortheinvasion,Salingerbegantoreevalu-

atehisattitudetowardbothhiswriting

andhislife. (Slawenski80)
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